
 

 

１ 国語 

学校番号 201 

平成３１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 5 年次 １ 

使用教科書 東京書籍 「国語総合 現代文・古典編」 

副教材等 読解をたいせつにする 体系古典文法 八訂版 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・一年生では、さまざまな文章を読み、考えることでものの見方や捉え方の幅を広げる努力をし

ましょう。 

・作品を通して、言葉を味わい、想像することで豊かな感性を磨きましょう。 

・自分の考えを適切に相手に伝え、言葉によって困難を乗り越えられる言語力を身につけましょ

う。 

・語句の意味や用途を正しく学び思考を深めましょう。 

・古典では、文法を確実に身につけ、作品を味わうことに重点を置きましょう。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンス等

の評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

１
学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

評
論 

教材：  

「技術が道徳を代行

する時」池内了 

 

○  〇 ◎ ○ 

ａ:教材を理解しようと、自ら疑

問を見つけ、自分の立場に置き

換えて考えようとしている。 

ｃ:与えられた形式を用いて、自

分の考えをまとめることがで

きる。 

ｄ:筆者の主張を適切にとらえ、

教材の主旨を理解することが

できる。 

ｅ:語句の意味や用法を正しく理

解することができる。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｃ：記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

ｅ :ノートの確認

及び定期考

査 

短
詩
形
文
学 

教材: 

教科書に掲載の短

歌・俳句・詩  

○  ◎  ○ 

ａ:作者が切り取った世界観を感

じ、その表現を味わおうとして

いる。 

ｃ:必要な情報を集め、それを適

切にまとめ、読む人の関心を引

き付けるような工夫を凝らし

てまとめることができる。 

ｅ:作者の生い立ちなどを知り、

作品の背景を学ぶことができ

る。 

ａ、c、ｅ： 

記述の点検と確

認及び分析 

小
説 

教材： 

「羅生門」芥川龍之

介 

○ ○  ◎  

ａ:作者の他の作品を読み、作者

の世界観や作品を味わおうと

している。 

ｂ:作者が本作品を通して表現し

たかったことや、作品の続きを

想像し、理由をもって相手に伝

えることができる。 

ｄ:作者が言葉によって作り出す

世界観を学び感じることがで

きる。 

 

ａ、ｂ、ｄ： 

記述の点検と確

認 

評
論 

教材: 

「水の東西」山崎正

和 

 ◎ ○ ○  

ｂ:日本文化について考えたこと

を分かりやすく説明している。 

ｃ:自分の考えに根拠をもって、

まとめることができる。 

ｄ:教材を自らの知識と照らし合

わせることで、思考を深めよう

としている。 

ｂスピーチの観

察 

ｃ、d 

記述の点検と確

認及び分析 



２
学
期 

随
想 

教材 : 少女たちの

「ひろしま」 

 

〇 〇  ◎  

ａ：筆者の思いを感じながら，関

心を持って本文を通読してい

る。 

ｂ：本文を読んだ感想の話し合い

を通して，他人の感想に耳を傾

けることができている。 

ｄ：石内都の写真集の特徴と「洋

服たち」に対する視点を捉え，

筆者がそれに対して感じたこ

とを読み取っている。 

ａ：行動の観察

及び記述の確

認 

ｂ：行動の観察

及び分析 

ｄ：記述の点検と

確認 

短
詩
形
文
学 

教材: 

教科書に掲載の短

歌・俳句・詩  

○  ◎  ○ 

ａ:作者が切り取った世界観を感

じ、その表現を味わおうとして

いる。 

ｃ:必要な情報を集め、それを適

切にまとめ、読む人の関心を引

き付けるような工夫を凝らし

てまとめることができる。 

ｅ:作者の生い立ちなどを知り、

作品の背景を学ぶことができ

る。 

ａ、c、ｅ： 

記述の点検と確

認及び分析 

評
論 

教材: 

〈顔〉という現象 

○ ○  ◎  

ａ: 本文の記述に興味を持って

いる。 

ｂ：日常生活の中で，「〈顔〉」

をどのように自覚している

か，文章にまとめている。 

ｄ: 言葉の働きについて考えな

がら，本文の概要をつかんで

いる。 

 

ａ、ｄ：: 

行動の観察及

び記述の確認 

ｂ：意見文の確

認 

古
文 

教材: 

和歌「万葉集」 

○   ◎ ○ 

ａ:古典詩歌を繰り返し音読し、

和歌の韻律や内容を理解しよ

うとしている。 

ｄ:和歌を詠み味わい、情景、心

情などを描写に即して読み取

れている。 

ｅ:和歌の発想や表現技法を理解

する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

古
文
入
門 

【古典】 

 

教材： 

説話 

『宇治拾遺物語』 

物語 

『竹取物語』  

文法等…歴史的仮

名遣い、文語の動詞

の基礎 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めようとして

いる。 

d: 古文に親しみ、的確に内容を

読み取れている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 



古
文 

教材: 

物語「伊勢物語」 

日記「土佐日記」  

○   ◎ ○ 

ａ:古文や和歌に親しみ、作者の

心情について考えようとして

いる。 

ｄ:作者の観察眼や機知に富む文

章表現の効果を理解している。 

ｅ:文章中の和歌の役割について

理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

漢
文
入
門 

教材: 

故事成語等 

○   ○ ◎ 

a: 漢文を日本語として読む工夫

とその意義を理解しようとし

ている。 

ｄ:用例としてあげられている故

事成語の意味を理解している。 

 

ｅ:漢文訓読に必要な訓点のきま

りを理解している。 

ａ:行動の観察 

 

ｄ:行動の分析 

記述の確認 

 

ｅ :小テスト及び

定期考査 

３
学
期 

小
説 

教材: 

「富嶽百景」 

太宰治 

○  ◎  ○ 

ａ:「私」の置かれている状況，

「私」の考え方，心情の変化，

場面の推移を理解し，自分の考

えを持とうとしている。 

ｃ:文体や語りの視点に注意し

て，作品世界の状況を把握し，

人物の考え方とその変化を理

解している。 

ｅ:作品の背景を把握するための

知識を身につけている。 

 

 

ａ、ｃ、ｅ： 

行動、記述の観

察と確認及び分

析  

評
論 

教材: 

広告の形而上学 

○  〇 ◎ ○ 

ａ: 本文に興味を持っている。 

ｃ：新聞やテレビの広告を見て考

えたことなどについて，八百字

程度の文章にまとめている。 

ｄ: 資本主義社会における広告

の役割について，プディングの

例から読み取っている。 

ｅ:読むことに必要な文章の組み

立てを把握する方法を身につ

けている。 

ａ、ｃ、d、ｅ： 

行動、記述の点

検と確認及び分

析 

漢
文 

教材: 

教科書に掲載の漢

詩。 

 

○   ◎ ○ 

a: 日本でも愛好されてきた漢詩

の名作を関心をもって味わお

うとしている。 

d: それぞれの詩の表現している

内容・情感を理解しようとして

いる。 

e: 絶句・律詩の基本的な決まり

について理解している。 

a:  

行動の観察 

d:行動の分析及

び記述の確認 

e:小テスト及び

定期考査 



漢
文 

教材: 

「雑説」 

○   ◎ ○ 

ａ: 漢文の名文を読み味わおう

とする関心・姿勢を持とうとし

ている。 

ｄ: 巧みな比喩による論理的な

展開に注目しつつ，主張を理解

している。 

ｅ: 句法・語法を理解した上で，

韓愈の主張とその思想史上の

位置について基本事項を把握

している。 

 

ａ:行動の観察 

 

ｄ:行動の分析 

記述の確認 

 

ｅ :小テスト及び

定期考査 

古
典 

教材: 

随筆「徒然草」 

評論 

○   ◎ ○ 

a: 内容を踏まえて筆者のものの

見方を理解し，自身の考え方を

深めようとしている。 

d: 内容を踏まえて筆者のものの

見方を理解し，自身の考え方を

深めようとしている。 

e: 基本的な助詞について理解

している。  

a:行動の観察 

d:行動の分析及

び記述の確認  

e:小テスト及び

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 

 


